
チャレンジクラスの取組

個に応じた特別の教育課程の編成・実施に向けた

研究開発学校としての取組
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１ 東京都独自の取組 チャレンジクラスの設置

○ 文部科学省が指定した学校において、不登校児童・生徒の実
態に配慮し、年間授業時数の削減など柔軟な教育課程と教員
による指導を実施

⇒ 全国58校のうち、都内公立９校（本校型１、分教室型８）

☆ 自分に合った学びを通して意欲を高める子供が増加

☆ 相談・指導を受けていない生徒の割合が減少

▲ 経費・土地・施設の確保が難しく､新規設置が進んでいない

▲ 自宅近くの学校で学びたい生徒のニーズへの対応

▲ 本校の生徒等と関わる機会が限定的

学びの多様化学校のよさと課題学びの多様化学校の概要

学びの多様化学校と同様の取組が校内でできるよう、都独自の「チャレンジクラス」を設置

Ｒ６：チャレンジクラスの概要

○ 公立中学校10校の校内への設置支援を行い、複数の教員を配置して、経費を補助
○ 設置校の教育課程に基づき、不登校生徒の実態に応じたゆとりある生活時程の実現
○ 校内施設の利用や通常学級との交流が容易

Ｒ６：チャレンジクラスの成果

○ 出席率の上昇 ○ 学習意欲や学力の向上

○ 通常の学級の生徒と共に､全校行事に参加

→国には、定期的に成果を報告

○ R7は新規４校を追加し、R6の10校と合わせて14校の設置支援

※ 新規４校についても、既存10校で蓄積されたノウハウを生かす

チャレンジクラスにおける「多様な個性や特性、背景を有する子供たちを包摂する柔軟な教育課程の編成」の制度化の実現

個々の得意･不得
意を生かした学習

情緒を安定
させた生活

感情や行動の
コントロール

参加できる
活動の増加

自分の思いや
考えを伝える

友達と関わる
ことができる

初めての人
でも話せる

R7 チャレンジクラス14校による研究の方向性（国：研究開発学校）

設置校の教育課程ではチャレンジクラスに在籍する生徒の実態と合わず、

指導と評価が難しいケースあり → 一人一人に応じた教育課程の編成が必要

Ｒ６チャレンジクラスの成果等を踏まえたR7の取組

一人一人の生徒の学習進度や実態に応じた特別の教育課程編成の在り方を研究

R６の施策
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○ 個に応じた特別の教育課程の編成・実施及び個別の指導計画等に基づいた評価の在り方を構築する研究開発
・ 年間の総授業時数を665時間程度とし、ゆとりある生活時程を設定

・ 必要に応じて特色ある教科を新設（「個別学習」、「チャレンジタイム」、「プログラミング」など）

・ 個別の支援計画や指導計画などを踏まえた個に応じた特別の教育課程の編成とそれに基づく評価

研究開発学校としての取組（令和７年度～）

チャレンジクラスの実践事例

江戸川区立篠崎中学校

・ 学年の枠を超えた個に応じた習熟度別の学習

・ TT等によって、個に応じたきめ細かい指導を

行い、支援のノウハウを設置校全体で共有

墨田区立桜堤中学校

・ 学びの保障のためのオンライン双方向授業

・ 登校できない生徒にも学校とのつながりを創

出し、学習の遅れに対する不安を軽減

日野市立三沢中学校

・ 「チャレンジタイム」という教科を新設

・栽培をテーマにした探究活動を通した

「自己決定の場」の設定及び学習や登校意

欲等の醸成

チャレンジクラスの成果

入級後の変化 チャレンジクラスについて感じていること

第
２
学
年
生
徒

自分が数学など
で分からなかっ
た問題を解ける
ようになった。

チャレンジクラスがなかったら僕は今頃ずっと家に引き
こもっていたと思う。自分が通っている学校にチャレン
ジクラスがあってとても助かっています。チャレンジクラス
のおかげで通常クラスとも関われるようになり、とても
感謝しています。

第
１
学
年
保
護
者

（子供に）自
分でやるという
姿勢が見られる
ようになった。

「今日も登校するんだ」と心の中で驚き、本人がチャ
レンジする姿を頼もしく思いながら、毎日見送っていま
す。１日の生活時間が長くも短くもなく、とても良いと
思います。子供の成長を毎日感じられ、学校生活の
大切さを改めて認識しております。

項目 割合

入級前に比べて出席状況が改善している生徒 67.1％

○ 令和７年度の出席状況（令和７年10月）

○ 生徒・保護者アンケート自由記述（令和７年７月）

○ 生徒アンケート（令和７年７月）

項目 割合

チャレンジクラスに入って学習ができるようになった 79.5％

3



チャレンジクラスで実施する教育課程

２ 個に応じた特別の教育課程の編成における個別の指導計画についての研究

基本的に設置校の教育課程に基づく
※設置校は、教育課程の届出において、設置者である地区教育委員会の管理運営に関する規則に
基づき、不登校生徒への支援の一つとして、チャレンジクラスの設置を明記する。

チャレンジクラス独自の授業時数・生活時程・新設教科・相談体制等
※設置者である地区教育委員会に、設置校内でチャレンジクラスが
独自に行う事項について、教育課程届出の補助資料として提出する。

個別の指導計画

※研究開発学校として
各学校が開発中

個別の支援計画１

一人一人の実態に応じた個別の支援計画と指導計画
※個別の支援計画は東京都教育委員会が示す様式を
参考に、各地区や学校で様式を定める。
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個に応じた特別の教育課程の編成
にあたっては、学習計画を子供が
自己選択・決定するプロセスが大切

関係者間の連携の取りやすさ、
運用のしやすさを追究する
必要性

定期的に教育課程全体を見直
して軌道修正することや持続
可能性に課題

「個別の指導計画」の研究開発における基本的な考え方

ア 指導計画と学習計画の一体化
→「学びのシート」とし、生徒自身が学習内容や方法を決定

イ 学習・指導内容のデータベース化
→学ぶべき内容を手軽に参照

ウ 単元等の短いスパンで可変的・即応的に、そしてシンプルに
→出席状況が移り変わる生徒への対応
→教員への負担を考慮し、持続可能な形で運用

２ 個に応じた特別の教育課程の編成における個別の指導計画についての研究
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個の学習状況に照らした評価
（個人内評価）

（１） 生徒と共に作る「学びのシート」（個別の指導計画）

新設教科
異学年学習

協働的な学び
個別最適な学び

子供自身の選択

短期的

各学校が実態に合わせて作成

学習状況の把握

学習評価

学びに向かう力の伸長

学校の教育課程に基づく評価
（観点別学習状況の評価）

可変的 即応的

オンライン活用

共に作成
配置教員 生徒

「学びのシート」

本人の願い

学びの選択肢

何でも言える
相談できる

自分で選ぶ
自分で決める

こんな姿になりたい！
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共に作成連携して作成

(1) 生徒と共に作る「学びのシート」（個別の指導計画）

＜個別の支援計画＞

本人の願い

配置教員

学校内外の専門家
養護教諭・SC・SSW 等

保護者
学びの選択肢

＜個別の指導計画＞

生徒

＜学習計画＞＝

「学びのシート」

中・長期的視点

各地区で活用している様式を準用

短期的

各学校が実態に合わせて作成

個別の支援計画１
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＜A中学校の例＞ 個別の支援計画との関連や、シンプルな運用を進めている例

中期的な目標や願いを基に学習の短期目標を設定
個別の支援計画を同じファイル内で管理
生徒の実態や考えを踏まえて具体的な指導を計画
短期目標に対する評価を記録

２ページ目が個別の支援計画になっている。

(2) 学びのシートの開発事例
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＜B中学校の例＞ 個別の支援計画との関連に取り組んでいる例

(2) 学びのシートの開発事例

好きなこと

生徒の自己分析
面談により実態や願いを把握
生活目標と学習目標を併記

   評価は生徒本人と教員双方が記入
次年度への引継ぎ資料としての活用想定 9



面談で各教科の短期目標を設定
単元名や内容等をデータベース化
評価規準を明示
次の目標や生徒の自己評価

   教師のコメント

＜C中学校の例＞ 学習・指導内容のデータベース化を進めている例

(2) 学びのシートの開発事例
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(2) 学びのシートの開発事例

＜D中学校の例＞ 学習計画と指導計画の一体化を進めている例

生徒がオンライン上に入力した内容を反映
学習面の本人の願い→短期目標
面談により目標・内容・方法を決定
保護者も内容を確認
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２ 個に応じた特別の教育課程の編成における個別の指導計画についての研究

「学びのシート」（個別の指導計画）作成の取組を通して見えてきたこと

成果 課題

生徒
・学習の見通しと振り返り
・学習として取り組んだ履歴
・達成感の獲得と更なる学習意欲
・教員への信頼感・安心感

・学習内容の決定
・適切で納得できる目標設定と
学習量の調整
・得意や好きな教科等への偏り

教員

・個に応じた指導の記録
・生徒理解の深まり
・生徒との信頼関係の構築
・教員間（指導者間）の情報共有
・家庭との連携

・教科の専門性、指導技術の向上
・作成の対象や範囲等の明確化
・指導途中で計画変更が必要な
生徒への対応
・適切な情報管理
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２ 個に応じた特別の教育課程の編成における個別の指導計画についての研究

○ アセスメントの実施
○ 学習者の自己決定
○ 保護者の理解

 ○ 校長の承認

個別の指導計画の作成に必要と考えられること

○ 学習者の基礎情報（氏名・学籍情報等）
○ 指導の目標
○ 指導の内容・方法
○ 評価規準

【項目】

【作成のプロセス】
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○ 生徒の学習意欲に応えるフィードバック（広い意味での評価）として行っていること、

有効だと感じていること

〔チャレンジクラス教員の回答〕（令和７年12月）

□ 本人が頑張ったことなどを文章で記述し所見による評価を行う。

□ 授業内での声掛けなど、生徒の学習への取組や小さな学習成果をその場で認める。

□ 学習成果物の掲示や授業での話題にしたりして、他の生徒に学習成果を知ってもらう。

□ 学習直後に小テストを行う。

□ オンラインで取り組んだ課題を評価する。

３ 不登校児童生徒の実態に配慮した特別の教育課程における評価について

【評価のポイント】

学習への取組や成果が他者に肯定的に認められること
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〔評価の方向性（検討中）〕

□ 個の学習状況に照らした個人内評価が中心

□ 個別の指導計画に、評価規準や方法を明示

□ 指導の内容により、学校の教育課程に基づいて、観点別学習状況の評価を

行うことも柔軟に対応

不登校の子供にとっては、「学んだこと」
そのものが認められることが大切

個に応じた学びが、公的に認められる
制度設計を期待

３ 不登校児童生徒の実態に配慮した特別の教育課程における評価について
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